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1．はじめに 

河川利用の把握を目的とし，河川空間利用実態調査 1)が行われている．河川空間利用実態調査の課題はコストが

かかる．そのため，高頻度の実施は困難である．このような背景のもと川守田らは河川空間利用実態調査を代替す

るため，ソーシャルメディアの活用を試みた．しかしながら，川守田ら 2)の研究は投稿量と利用者数の比較に留ま

る．一方，川守田らは画像データを比較に用いていない．画像から投稿者の周辺にいる人数を把握できると考えた．

本研究において，ソーシャルメディアの投稿画像と投稿数から利用者数を推定した．また，推定結果を河川空間利

用実態調査と比較し代替性を検討した． 

2．Instagramの概要とその選択理由 

ソーシャルメディアデータの一つである Instagram は，他のユーザーと相互に写真を共有できるアプリケーショ

ンである．投稿した写真にはキャプションテキストやハッシュタグが付けられる．ハッシュタグとはハッシュ記号

「#」のあとにキーワードをつけたものである．他のソーシャルメディアと比較し，Instagram は利用者が多く，非

公開設定にするユーザー数が少ないため解析に必要なデータ数が得られること，画像やテキスト，位置情報等の多

様な情報が含まれていること，自動投稿システムがないため，同じ投稿の重複によるノイズが少ないことから解析

に有効である．本研究では「#川」の付いた投稿の画像を取得し，深層学習モデルの評価に用いた．また，空間利用

実態調査との比較のため，「#木曽川」の投稿を取得した．河川空間利用実態調査は春季の平日と休日と夏季の休日

と平日，秋季の休日，冬季の休日に行われている．そこで，木曽川の投稿において，2015 年 4月と 5月の休日と平

日と 2015年 7月と 8月の休日と平日，2015年 11月の休日，2015 年 1月と 2 月の休日の各投稿の画像を取得した． 

3. 手法 

画像からの人数推定のため，Single Shot Multibox Detector (SSD)の物体検出モデルを使用した．モデルの学習ため

のデータセットは Voc2007 にあるデータを用いた．Voc2007 のデータセットは河川空間における画像のデータセッ

トでない．そこで，作成したモデルに対して，河川空間において撮影された画像により，モデルの精度を評価した．

「#川」の画像中からランダムに画像を取得した．ランダムに取得した画像中から，人の写された画像を選び，6 つ

に分類した．表-1に分類を示した．2000 回から 50000回まで 2000回刻みの学習回数(iteration)の各モデルにより，

各分類 10枚ずつの画像に対し，IoU の平均値を求めた． 

IoU =  
モデルにより推定された領域 ∩  正しい物体の領域

モデルにより推定された領域 ∪  正しい物体の領域
 

4. 結果・考察 

 図-1に各段階のモデルにおける各分類の IoUの平均値を示した．Voc2007 のデータセットは test1 や test2，test3，

test4 に対して IoU は高い．一方，test5 や test6 に対する IoU は低い．VOC2007 のデータセットには test5 や test6 に

類する画像が含まれておらず，物体検出の精度は低い．50000 回のイテレーションのモデルを用い，人数の推定を

試みた．図-2 に過去の河川空間利用実態調査の結果を示した．図-3 に 2015 年の Instagram の投稿による人数の推

定結果を示した．河川空間利用実態調査において，平成 26 年度と平成 21年度の春季の休日の結果は大きく違う．

平成 26年度の河川空間利用実態調査時は，天候不良の影響であった．河川空間利用実態調査の平成 21年度の春季

や夏季の休日や平日の結果とモデルによる推定結果は，概ね大小関係の整合性が取れた．一方，冬季や秋季におい

ては整合していない．平成 21 年河川空間利用実態調査において，冬季や秋季の水遊び(0.5%と 0.8%)や散策等(21.9%

と 26.3%)の割合は他のシーズンと比較し低い．春季や夏季は，水遊びや散策等の活動が活発であり，整合性が取れ

る可能性が示唆された． 
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春季や夏季は，水遊びや散策等の活動が活発であり，河川空間利用実態調査とモデルによる推定結果と整合性が

示唆された．今後，他の河川においても河川空間利用実態調査とモデルにおける推定結果の整合性を検証し，相関関

係について考察を行うである． 
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図-1：各段階のモデルにおける各分類の IoU 

図-2：平成 21年度と 26年度の河川空間利用実態調査の結果 

図-3：2015年の Instagramの投稿による人数の推定結果 

表-1：評価に用いた画像の分類 

 test1 test2 test3 test4 test5 test6
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